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※プロフィールのうち、「就労形態」

については、本調査ではなくファミ

リーサポート登録時に聴取。本調査

の回答者のファミリーサポート登録

のタイミングは 2026年 4月 1日～

6月 1日の間。 

2026 夏 子育て家庭アンケートレポート（概要） 

1 調査概要 
目的：物価高騰の生活や家計への影響について実態を把握することで、困窮子育て家庭の抱える課題を明らかに

し、必要な支援の検討に向けた示唆を得ること。 

対象：キッズドア・ファミリーサポート登録世帯 
調査期間：2026 年 6 月 1 日～2026 年 6 月 8 日 
回答数：1,449 件（回答率：42%） 
 

●キッズドア・ファミリーサポートとは？   https://kidsdoor-family-support.jp/ 

「キッズドア・ファミリーサポート」は 2020 年にコロナ禍に対する緊急支援という形で発足しました。現在

では、困窮子育て家庭の保護者を対象に、困窮から抜け出すための物資・情報・就労支援を行っています。 

 

 回答者のプロフィール（n=1,449） 

 

 

20代
1%

30代
22%

40代
52%

50代
24%

60代以上
1%

無回答
0.6%

□年代 北海道
3%

東北
7%

北関東・

甲信
5%

南関東
35%

北陸
2%

東海
12%

近畿
16%

中国
5%

四国
2%

九州・沖縄
12%

無回答
1%

□居住地

ふたり親

世帯
4%

母子世帯
94%

父子世帯
1%

その他
1%

無回答
0.1%

□世帯構成

100万円未満
16%

100～200

万円未満
35%

200～300

万円未満
33%

300～400

万円未満
11%

400万円以上
4%

無回答
1%

□世帯所得

貯金は

ない
37%

10万円未満
12%

10～50万

円未満
18%

50～100

万円未満
14%

100～300

万円未満
11%

300万円以上
7%

無回答
1%

□貯蓄額

49%

30%

29%

22%

5%

0% 20% 40% 60%

児童扶養手当（全部支給）

児童扶養手当（一部支給）

住民税非課税（所得割・均等割）

住民税非課税（所得割のみ）

生活保護

□受給している公的手当（複数回答）

正社員

(正職員)
26%

契約社員
8%

派遣社員
5%

パート・

アルバイト
39%

自営業等
4%

無職
16%

その他
2%

無回答
0.1%

□就労形態
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2 調査結果概要 

2.1 物価高騰の家計や食事への影響 

 全体の 98%が暮らしの経済的な苦しさを感じている。また、総合的な生活満足度*の平均は 3.18 と内閣府

調査の平均 5.79 を大きく下回る。（*「全く満足していない」（0 点）～「非常に満足している」（10 点）で評価）。 

 経済的な理由で子どもが健康に必要な量の食事をとれない日は、「ある（ときどき）」・「ある（ほぼ毎日）」

で約 8 割。所得が低いほど子どもの食事の量・質の低下は深刻、「所得 100 万円未満」では、子どもが健康

に必要な量の食事をとれない日が「ある（ほぼ毎日）」（31%）、子どもが肉や魚を食べる頻度（保育園・幼

稚園や学校の給食を除く）として「食べたいが、あまり食べていない」（31%）。 

 食事を十分に用意できないことによる子どもへの影響では、「イライラしている、落ち着きがない」や「病

気にかかりやすい（風邪、貧血、体調不良など）」が上位。「所得 100 万円未満」では、「同年齢の子どもに

比べてやせている」・「同年齢の子どもに比べて身長が低い」も 3 割を超える。 

 必要な量の食事をとれない頻度が高いほど、睡眠時間の不足や眠っても休養できていないなど、子どもの

睡眠の心配事も多い。経済的な困窮の中、食事と睡眠の両方が不足してしまっている子どもの健康面が強

く懸念される。 

 物価高騰の影響で抑えている子どものための費用では、「衣服や靴の費用」が約 9 割、「将来のための貯金」・

「遊びや体験活動の費用」も約 8 割が選択。回答割合が最も低い「学校、部活、塾や習い事の費用」も 6 割

に達し、「特に抑えている費用はない」は 1%に満たなかった。 

 

 

大変

苦しい
56%

やや

苦しい
42%

普通
2%

(n=1,449)

□暮らしの経済的な状況

ある（ほぼ

毎日）
19%

ある（ときどき）
57%

あまりない・

まったくない
24%

(n=1,449)

□経済的な理由で子どもが健康

に必要な量の食事をとれない日

3.18
2.32

3.15 3.44 3.61

5.79 5.91

0

1

2

3

4

5

6

7

全体 100万円

未満

100～

200万円

未満

200～

300万円

未満

300万円

以上

全体 女性

本調査

内閣府調査

□総合的な生活満足度・平均値

31%

22%

15%

11%

55%

58%

57%

54%

14%

20%

28%

34%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100万円未満
(n=237)

100～200万円未満
(n=513)

200～300万円未満
(n=473)

300万円以上
(n=215)

ある（ほぼ毎日） ある（ときどき） あまりない・まったくない

□【世帯所得別】経済的な理由で子どもが健康に

必要な量の食事をとれない日

※出典：内閣府 政策統括官（経済社会システム担当）「満足度・生活の質に関する調査報告書 2025～我が国のWell-beingの動向～」（令和 7

年 9月）（https://www5.cao.go.jp/keizai2/wellbeing/manzoku/report09.pdf） 

19%

26%

38%

48%

48%

48%

44%

37%

31%

24%

17%

14%

1%

1%

0.4%

1%

1%

0.2%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100万円未満
(n=237)

100～200万円未満
(n=513)

200～300万円未満
(n=473)

300万円以上
(n=215)

ほぼ毎日食べている
ときどき食べている
食べたいが、あまり食べていない
食べる習慣がない・食べたいと思わない
無回答

□【世帯所得別】子どもが肉や魚を食べる頻度
（保育園・幼稚園や学校の給食を除く）
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※食事やおやつの費用を除く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物価高騰と生活の困窮に関する困りごと（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

52%

48%

57%

51%

52%

34%

5%

44%

45%

43%

29%

27%

20%

13%

37%

37%

33%

18%

17%

9%

26%

0% 20% 40% 60%

朝起きられない

就寝時間が遅い

睡眠時間が足りていない

寝つきが悪い、睡眠中に目が覚める

眠っても十分に休養できていない

日中に強い眠気を感じる

特に心配なことはない

ある（ほぼ毎日）(n=260) ある（ときどき）(n=772) あまりない・まったくない(n=317)

□【子どもが健康に必要な量の食事をとれない頻度別】

子どもの睡眠についての心配事（複数回答）

50%

47%

37%

33%

33%

8%

8%

49%

36%

27%

23%

25%

5%

15%

44%

33%

28%

24%

19%

8%

18%

41%

29%

24%

23%

16%

5%

21%

0% 20% 40% 60%

イライラしている、落ち着きがない

病気にかかりやすい

（風邪、貧血、体調不良など）

同年齢の子どもに比べてやせている

同年齢の子どもに比べて身⾧が低い

無気力になっている

乳幼児健診や学校検診で

低身⾧・低体重の指摘を受けた

食事は十分に用意できている・

子どもへの影響は出ていない

100万円未満
(n=213)

100～200万円未満
(n=472)

200～300万円未満
(n=447)

300万円以上
(n=207)

□【世帯所得別】食事が十分に用意できないことによる子どもへの

影響（複数回答）

89%

80%

79%

70%

61%

2%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

衣服や靴の費用

将来のための貯金

遊びや体験活動の費用

お小遣い

学校、部活、塾や習い事の費用

その他

特に抑えている費用はない (n=1,449)

□物価高騰の影響で抑えている子どものための費用（複数回答）

※左・右ともに、子どもの学校種として「就学前」・「小学校」・「中学校」・「高等学校」のうち少なくとも 1つを選択した方が対象。 
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※「小学校」または「中学校」の子どもがいる方が対象。 

2.2 子どもの夏休み 

 今夏のエアコンについて、半数近くは、かなり制限するか使わない予定と回答（「必要な時でもかなり制限

して使う」・「ほとんど使わない」・「ない・故障中」の合計）、「制限せずに使う」との回答は 1 割に満たない。 

 小中学生のいる家庭では、給食がなくなることで、夏休みの子どもの平日の食事にどのような影響が出ると

思うかとの質問に、「1 回あたりの食事の量が減る」・「肉や魚を食べられない日が増える」を 6 割超、「1 日

3 食を食べられない日が増える」も 4 割超が選択。 

 4 割超の保護者が夏休みについて考えて気持ちがひどく落ち込むことが「いつもある・しばしばある」と回

答。落ち込んだり困ったりした時の相談先で最も多かったのは「相談しない・相談する相手はいない」（50％）。 

 相談先の有無別にファミリーサポート登録時の K6*の回答結果を比較した結果、「相談しない・相談する相

手はいない」では、K6 の「10 点以上」が 72%と、相談相手がいるグループよりも深刻な状況（*次頁参照）。 

 夏休みに希望する支援のトップは、「夏休みの食料支援（食料品クーポン、パントリー、食料品の宅配など）」

（94%）。上位は食料や夏休みの体験活動に関する項目であり、「特に希望する支援はない」は 1%未満。 

 

 

 

  

 

 

 

制限せずに

使う
7%

必要な時は

ある程度使う
45%

必要な時でも

かなり制限して

使う
38%

ほとんど

使わない
6%

ない・

故障中
4%

無回答
0.1%

(n=1,449)

□今夏のエアコン使用予定

64%

61%

47%

44%

23%

6%

0% 20% 40% 60% 80%

1回あたりの食事の量が減る

肉や魚を食べられない日が増える

野菜を食べられない日が増える

1日3食を食べられない日が増える

夜ごはんにおかずを

つけられない日が増える

特に影響があると思わない (n=1,012)

□給食がなくなることによる子どもの平日の食事への影響（複数回答）

いつもある・

しばしばある
44%

ときどき

ある
39%

たまに

ある
13%

ない
4%

無回答
0.1%

(n=1,349)

□夏休みについて考えて気持ち

がひどく落ち込んでしまうこと

※左：子どもの学校種として「就学前」・「小学校」・「中学校」・「高等学校」のうち少なくとも 1つを選択した方が対象。右：子どもの学校種

として「就学前」・「小学校」・「中学校」・「高等学校」のうち少なくとも 1つを選択し、かつ、「夏休みについて考えて気持ちがひどく落ち込ん

でしまうこと」で「いつもある・しばしばある」・「ときどきある」・「たまにある」のいずれかを選択した方が対象。 

23%
21%

9%
7%
6%

2%
1%

5%
50%

0.3%

0% 20% 40% 60%

親
友人

職場の人
子ども

自治体の窓口（市役所など）
配偶者

保育園・幼稚園や学校
その他

相談しない・相談する相手はいない
無回答 (n=1,293)

□夏休みについて考えて、落ち込んだり困ったりした時の相談先

（複数回答）



 ©2026 認定 NPO 法人キッズドア  

※本調査の回答者のキッズドア・ファミリ

ーサポート登録のタイミングは2026年4月

1日～6月 1日。「【参考】国民生活基礎調査

（30～50代・女性）」は、厚生労働省「2022

（令和 4）年 国民生活基礎調査」の結果を

もとに作成。 

 

 

 

 

 

 

「K6」…うつ病・不安障害などの精神疾患のスクリーニングのために開発された、心理的ストレスを含む何らかの精神的な問題

の程度を表す指標。「神経過敏に感じましたか」「絶望的だと感じましたか」「そわそわ、落ち着かなく感じましたか」「気分が沈

み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じましたか」「何をするのも骨折りだと感じましたか」「自分は価値のない人間

だと感じましたか」の 6 項目を 5 段階（「まったくない」（0 点）～「いつも」（4 点））で点数化。合計点が高いほど精神的な問題

がより重い可能性があるとされる（10 点以上で気分・不安障害に相当など）。 

※出典：厚生労働省「国民生活基礎調査」用語の解説をもとに作成（https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/20-21-yougo_r4.pdf）。 

 

 

 

 

夏休みに関する困りごと（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

※子どもの学校種

として「就学前」・

「小学校」・「中学

校」・「高等学校」の

うち少なくとも 1

つを選択した方が

対象。 

94%

71%

66%

60%

48%

47%

39%

39%

22%

1%

0.3%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夏休みの食料支援（食料品クーポン、パントリー、食料品の宅配など）

イベントやレジャー施設への無料招待、利用クーポンの配布

昼食の支援（学童保育や居場所での昼食提供、自宅へのお弁当宅配など）

無料または低額で参加できる旅行やキャンプ

子供向けの無料で利用できる涼しい居場所や自習スペース

無料または低価格の学習支援（学校以外）

自宅等で使える学習教材の配布

学校での補習・夏期講習

夏休みを短くする

その他

特に希望する支援はない

無回答 (n=1,349)

□夏休みに希望する子育て家庭への支援（複数回答）

12%

6%

67%

30%

20%

19%

27%

26%

9%

29%

46%

4%

2%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談相手がいる(n=638)

相談しない・

相談する相手はいない
(n=651)

【参考】国民生活基礎調査

（30～50代・女性）

0～4点 5～9点 10～14点 15点以上 無回答・不詳

□【相談先の有無別】ファミリーサポート登録時のK6の点数
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2.3 現在の困りごとや希望する支援 

 経済的な困窮が深刻化する中で、保護者のこころの状態の悪化が懸念される回答も多く、生きることが辛い、

気軽に相談できるところがほしいといった声があった。 

 子どもの学習への支援や高校生・大学生に対する支援を求める回答、児童扶養手当等の所得制限によって収

入が上がると各種支援の対象から外れてしまう、所得制限を見直してほしいといった回答、支援の地域格差

の改善、支援に関する情報提供を求める回答なども寄せられた。 

 

現在困っていることや支援がほしいこと（自由記述） 

この事業は中央共同募金会 ｢赤い羽根福祉基金｣の助成を受け実施しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


